
平成26年度公募型補助金採択事業一覧

Ｎｏ 事業名 団体名称 代表者名 事業内容 補助内示金額

1 古賀市における園芸福祉事業 古賀市緑のまちづくりの会 宿理　英彦
古賀市千鳥区の施設「園芸福祉庭園　はなちどり」の維持管理。市内の公共施設、高齢者施設、学校な
どでの花や緑を介した健康づくり活動及び花壇管理及び日本園芸福祉普及協会と連携した園芸福祉活
動の研修・啓発を行う事業。

198,000

2 定期演奏会 古賀市民オーケストラ 丸田　研二
　定期演奏会により、低料金でオーケストラ演奏を市民へ提供し、心の安らぎを与え、ひいては市の文化
向上に貢献する事業。

473,000

3 夏休みこども体験教室 特定非営利活動法人古賀市文化協会 結城　俊子
夏休みを利用して、古賀市の子ども達に、文化協会所属団体の会員による芸術・芸能の体験教室を開催
し、子どもたちの文化芸術に対する興味・関心を引き出す事業。

212,000

4 古賀市第九演奏会 古賀市「第九」実行委員会 中野　恭子 市民公募の合唱団員と古賀市民オーケストラと協力して、第九演奏会を開催する事業。 409,000

5 演劇ワークショップ「悠久の風」 古賀市市民劇団DAICOON 加藤　誠一
古賀市内の小学校３年生以上から一般成人を対象に、演劇を通して表現力、創造力コミュニケーション
能力を養う事業。
古賀の歴史・文化・史跡を題材にオリジナル脚本、オリジナル曲を作成し公演する。

500,000

6 古賀市商工会クリスマス市民祭 古賀市商工会 三輪　朋之
商店街の活性化を図るため、商店街をクリスマスイルミネーションで飾り付けし、クリスマスイベントを行う
事業。

447,000

7 古賀市商工会駅前商店街土曜夜市 古賀市商工会 三輪　朋之 駅前商店街の活性化のために、夏の土曜日の夜に商店街で出店やフリーマーケットを開催する事業。 479,000

8 古賀市PRワークショップ 特定非営利活動法人　晴天人 福崎　雅之
商店街の空き店舗を活用して、学生を「郷土への愛着」を持った作家に育てることで、商店街の活性化を
図るとともに、古賀市のまちづくりに参加してもらえる人材を育成する事業。

500,000

9
「いざという時役立つ、ガールスカウトの知恵袋」
～災害時に役立つ技術を知ろう～

ガールスカウト福岡県連盟第３１団 梯　裕子
小学生以下の少年少女等に対し、災害時に役立つガールスカウトの技術や知恵を紹介するハンドブック
の作成や体験事業を実施することで、災害への備えについて意識を高めることを目指す事業。

110,000

10
官兵衛KK（古賀市薦野）版
「千里眼　薦野増時」宣伝事業

薦野の歴史をつなぐ会 北崎　文隆

地域の魅力創出による古賀市の元気アップに寄与するため、地旅（「地域」を誇りにしている人たちが企
画し、おもてなしする旅）の春・夏・秋プラン事業を戦国武将薦野増時（こものますとき。戦国時代・江戸時
代初期にかけての武将、立花道雪や黒田如水（官兵衛）に臣従）が活躍した本拠地である古賀市薦野で
展開する事業。

246,000

11
ボランティアによる飼い主のいない猫の
捕獲避妊去勢手術・啓発活動

わんにゃんフレンズ古賀 山部　梨依子
飼い主のいない猫に避妊・去勢手術を実施し元の生活圏に放つことや、無責任な餌やり・不適正な飼育
を行う者への啓発活動を行うことで、飼い主のいない猫の頭数増加防止及び保健所での殺処分頭数減
少を目指す事業。

321,000

12 文庫の成人式 星の子文庫 加藤　典子
　本文庫（絵本読み聞かせを地域で実施する団体）結成２０周年を記念し、文庫で育った子どもたちも巻
き込みながら、地域住民・団体等と交流を深め、今後の活動の発展に繋げるために記念行事を実施する
事業。

190,000

13
「白くまくんをすくえ！すごろく」バージョンアップ版
の作成

特定非営利活動法人　エコけん 清水　佳香
　既に学校現場で使用実績のある「白くまくんをすくえ！すごろく」の新バージョンを作成することで、より
多くの環境教育の現場に、分かりやすく活用できる環境学習ツールを提供することを目指す事業。

190,000

14 るんるん♪ごみ拾い 特定非営利活動法人　エコけん 清水　佳香
　平成２６年１１月開催される「まつり古賀」にブース出店し、ゲーム性を追加したごみ拾いイベントを実施
することで、市民の環境への興味関心や活動への参加意欲を高めることを目指す事業。

52,000

15
プレーパークの定期開催から常設に向けたプレー
ワーカーの育成事業

特定非営利活動法人　古賀新宮子ども劇
場

金子　佐知子
プレーパーク（子どもたちが安心して自由に遊べる冒険遊び場）に関わろうという意識のある青年・大人を
対象とした研修を実施し、プレーワーカーを育成することにより、プレーパークの開催・常設に繋げる事
業。

500,000


